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～ロボットによる地域産業振興～
岐阜県科学技術振興センター 
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 目指せ「ロボット王国」 
 【ロボット新世紀 ―人との共生―】

□

ロ
ボ
ッ
ト
で
地
域
経
済
活
性
化 

□

ロ
ボ
ッ
ト
で
地
域
経
済
活
性
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平
成
十
四
年
六
月
、
ロ
ボ
カ
ッ
プ
二
〇
〇
二

福
岡
・
釜
山
大
会
。
並
み
い
る
難
敵
を
退
け
「
最

優
秀
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
」
賞
に
輝
い
た
の
が
、

二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト「
な
が
ら
」（
身
長
…
八
〇

㎝
、
体
重
…
十
五
㎏
）。「
岐
阜
県
科
学
技
術
振

興
セ
ン
タ
ー
」
が
推
進
す
る
「
二
足
歩
行
ロ
ボ

ッ
ト
試
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
生
み
出
し
た
傑

作
で
あ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
二
十
一
世
紀
の
基
幹

産
業
に
成
長
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
ロ
ボ
ッ
ト

で
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
各
地
で
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
可
能
性
に
い
ち
早
く

目
を
つ
け
、
具
体
的
に
産
業
施
策
に
取
り
込
ん

だ
の
が
、
岐
阜
県
で
あ
る
。 

平
成
十
四
年
六
月
、
ロ
ボ
カ
ッ
プ
二
〇
〇
二

福
岡
・
釜
山
大
会
。
並
み
い
る
難
敵
を
退
け
「
最

優
秀
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
」
賞
に
輝
い
た
の
が
、

二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト「
な
が
ら
」（
身
長
…
八
〇

㎝
、
体
重
…
十
五
㎏
）。「
岐
阜
県
科
学
技
術
振

興
セ
ン
タ
ー
」
が
推
進
す
る
「
二
足
歩
行
ロ
ボ

ッ
ト
試
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
生
み
出
し
た
傑

作
で
あ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
二
十
一
世
紀
の
基
幹

産
業
に
成
長
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
ロ
ボ
ッ
ト

で
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
各
地
で
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
可
能
性
に
い
ち
早
く

目
を
つ
け
、
具
体
的
に
産
業
施
策
に
取
り
込
ん

だ
の
が
、
岐
阜
県
で
あ
る
。 

ロボカップ２００２ 
優勝「ながら」 

も
と
も
と
岐
阜
県
南
部
は
、
航
空
宇
宙
産
業

や
自
動
車
産
業
と
い
っ
た「
も
の
づ
く
り
産
業
」

の
集
積
地
で
あ
る
。
そ
の
技
術
レ
ベ
ル
も
二
足

歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
な
が
ら
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
極
め
て
高
く
、
独
自
技
術
で
気
を
吐
く
中

小
企
業
も
数
多
い
。
だ
が
、
わ
が
国
の
多
く
の

「
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
」
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
親
会
社
で
あ
る
大
企
業
を
頂
点
と
す
る
下

も
と
も
と
岐
阜
県
南
部
は
、
航
空
宇
宙
産
業

や
自
動
車
産
業
と
い
っ
た「
も
の
づ
く
り
産
業
」

の
集
積
地
で
あ
る
。
そ
の
技
術
レ
ベ
ル
も
二
足

歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
な
が
ら
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
極
め
て
高
く
、
独
自
技
術
で
気
を
吐
く
中

小
企
業
も
数
多
い
。
だ
が
、
わ
が
国
の
多
く
の

「
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
」
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
親
会
社
で
あ
る
大
企
業
を
頂
点
と
す
る
下

岐
阜
県
は
「
研
究
開
発
立
県
」
を
掲
げ
、
Ｉ

Ｔ
関
連
産
業
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
、
ロ
ボ

ッ
ト
産
業
の
一
大
集
積
地
、
世
界
に
誇
る
情
報

価
値
生
産
の
場
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
施
策

の
中
核
機
関
が
「
岐
阜
県
科
学
技
術
振
興
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
と
い
う
）
」（
設
立
…
平
成

八
年
四
月
、
各
務
原
市
）
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー

は
十
三
の
県
研
究
機
関
、
三
〇
〇
人
の
研
究
陣

を
擁
し
、
大
学
、
民
間
企
業
と
の
密
接
な
連
携

の
も
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
始
め
と
す
る
先
駆
的
な

研
究
・
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。 

岐
阜
県
は
「
研
究
開
発
立
県
」
を
掲
げ
、
Ｉ

Ｔ
関
連
産
業
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
、
ロ
ボ

ッ
ト
産
業
の
一
大
集
積
地
、
世
界
に
誇
る
情
報

価
値
生
産
の
場
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
施
策

の
中
核
機
関
が
「
岐
阜
県
科
学
技
術
振
興
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
と
い
う
）
」（
設
立
…
平
成

八
年
四
月
、
各
務
原
市
）
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー

は
十
三
の
県
研
究
機
関
、
三
〇
〇
人
の
研
究
陣

を
擁
し
、
大
学
、
民
間
企
業
と
の
密
接
な
連
携

の
も
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
始
め
と
す
る
先
駆
的
な

研
究
・
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。 

 14



Regional Futures No.5 Jul.2004 
 

「
県
南
部
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
つ
く
る
の
に

必
要
な
要
素
技
術
に
長
け
た
企
業
が
多
い
」

（
笠
原
清
実
室
長
）。
事
実
、「
な
が
ら
」
を
製

作
し
た
の
は
岐
阜
県
工
業
会
に
所
属
す
る
企
業

十
一
社
。
開
発
着
手
か
ら
僅
か
一
年
そ
こ
そ
こ

で
の
栄
誉
、と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
。「
な
が

ら
」
の
ロ
ボ
カ
ッ
プ
優
勝
は
「
も
の
づ
く
り
」

の
メ
ッ
カ
を
自
負
す
る
岐
阜
県
の
面
目
躍
如
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
取
組
内
容
を
ギ
フ
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
ン

タ
ー
推
進
室
、
笠
原
清
実
室
長
、
千
原
健
司
主

任
技
師
に
聞
い
て
み
た
。 

請
階
層
構
造
の
下
、
自
ら
の
行
く
末
を
自
ら
描

く
こ
と
が
敵
わ
ず
、
結
果
と
し
て
、
地
域
経
済

全
体
が
景
気
の
動
向
に
左
右
さ
れ
や
す
い
脆
弱

な
体
質
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。 

こ
う
し
た
現
状
を
根
本
か
ら
覆
し
、
地
域
が

主
体
に
な
っ
て
産
業
競
争
力
を
高
め
る
戦
略
と

し
て
打
ち
出
さ
れ
た
の
が
、
「
ギ
フ
・
ロ
ボ
ッ

ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
１
（
略
称
…
Ｇ
Ｒ
Ｐ
２

１
）」
で
あ
る
。 

 □ 

多
種
多
彩
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発 

 

多
く
の
要
素
技
術
の
集
大
成
が
ロ
ボ
ッ
ト
で

・ロボット技術・文化の開発
・ロボット技術・文化の各種分野への応用、既存産業の高度化・活性化
・ロボット産業の育成、メカトロ産業集積基地の形成、新規雇用の創出
・国内産業空洞化対策

地場産業ロボット活用プロジェクト

地場産業の活性化・競争力強化
地場産業ロボット（デジタルマイスター）開発

陶磁器・繊維製造企業等
名城大学、名古屋造形芸術大学、早稲田大学

生産情報技術研究所、製品技術研究所、セラミックス技術研究所

災害救助ロボットプロジェクト

○捜索ロボット（移動機構）の開発
災害救助支援へのロボット技術活用
生産情報技術研究所、独立行政法人消防研究所

○ MV（ミラクルビークル）研究開発
災害時などの偵察、監視利用等のための実用化

県内企業、大学、県試験研究機関等

総合プロジェクト

個別プロジェクト

WABOT-HOUSEプロジェクト

地域産業の高度化・情報化及び新産業の創出
最先端のロボット技術をキーテクノロジー
としたプロジェクト研究
早稲田大学WABOT-HOUSE研究所
（社）岐阜県工業会、生産情報技術研究所

知的クラスター創成事業

日本版シリコンバレーの創出
ロボット技術、VR技術、IT等の工学技術を活用した
「高度医療支援システム」の研究開発と実用化
地域内外研究開発型企業、地元ベンチャー企業　等
岐阜大学、早稲田大学、生産情報技術研究所　等

２足歩行ロボット試作プロジェクト

２足歩行ロボットの開発
日本国際博覧会／ロボカップ世界大会への出場

（社）岐阜県工業会、生産情報技術研究所
岐阜大学、名古屋工業大学、IAMAS

民生用（知能）ロボットプロジェクト

○対話技術などの要素技術蓄積
生産情報技術研究所、（社）岐阜県工業会、岐阜大学

○案内ロボットなどの早期実用化
生産情報技術研究所、県内企業

・ロボット技術・文化の開発
・ロボット技術・文化の各種分野への応用、既存産業の高度化・活性化
・ロボット産業の育成、メカトロ産業集積基地の形成、新規雇用の創出
・国内産業空洞化対策

地場産業ロボット活用プロジェクト

地場産業の活性化・競争力強化
地場産業ロボット（デジタルマイスター）開発

陶磁器・繊維製造企業等
名城大学、名古屋造形芸術大学、早稲田大学

生産情報技術研究所、製品技術研究所、セラミックス技術研究所

災害救助ロボットプロジェクト

○捜索ロボット（移動機構）の開発
災害救助支援へのロボット技術活用
生産情報技術研究所、独立行政法人消防研究所

○ MV（ミラクルビークル）研究開発
災害時などの偵察、監視利用等のための実用化

県内企業、大学、県試験研究機関等

総合プロジェクト

個別プロジェクト

WABOT-HOUSEプロジェクト

地域産業の高度化・情報化及び新産業の創出
最先端のロボット技術をキーテクノロジー
としたプロジェクト研究
早稲田大学WABOT-HOUSE研究所
（社）岐阜県工業会、生産情報技術研究所

知的クラスター創成事業

日本版シリコンバレーの創出
ロボット技術、VR技術、IT等の工学技術を活用した
「高度医療支援システム」の研究開発と実用化
地域内外研究開発型企業、地元ベンチャー企業　等
岐阜大学、早稲田大学、生産情報技術研究所　等

２足歩行ロボット試作プロジェクト

２足歩行ロボットの開発
日本国際博覧会／ロボカップ世界大会への出場

（社）岐阜県工業会、生産情報技術研究所
岐阜大学、名古屋工業大学、IAMAS

民生用（知能）ロボットプロジェクト

○対話技術などの要素技術蓄積
生産情報技術研究所、（社）岐阜県工業会、岐阜大学

○案内ロボットなどの早期実用化
生産情報技術研究所、県内企業

ギフ・ロボット・プロジェクト２１(GRP21)の概要 
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ち
な
み
に
「
ギ
フ
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
２
１
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
覗
い
て
み
よ

う
（www.stp.pref.gifu.jp/htmlstpc/grp21/

）
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
手
が

け
た
多
種
多
彩
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
「
木
登
り
ロ
ボ
ッ
ト
」
、
「
お
手
伝
い
ロ
ボ

ッ
ト『
Ｕ
ち
ゃ
ん
』」、「
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
」、

「
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
」、「
フ
ル
ー
ト
ロ
ボ

ッ
ト
」、
…
、
等
々
。
こ
う
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
は
地

域
の
企
業
や
大
学
、
研
究
機
関
な
ど
の
総
合
力

の
結
晶
で
あ
り
、
そ
の
技
術
力
の
高
さ
は
二
足

歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
な
が
ら
」
で
折
紙
付
き
で
あ

る
。 

あ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
単
体
と
し
て
の
「
売
り
」
は

も
と
よ
り
、
そ
の
開
発
過
程
で
考
え
出
さ
れ
た

技
術
成
果
を
地
域
産
業
に
活
か
す
こ
と
で
、
地

域
産
業
全
体
の
底
上
げ
も
可
能
に
な
る
。
「
ギ

フ
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
１
」
で
は
、

介
護
や
福
祉
向
け
の
『
民
生
用
ロ
ボ
ッ
ト
』
の

ほ
か
、
陶
磁
器
（
美
濃
焼
）
や
繊
維
と
い
っ
た

地
場
産
業
向
け
に
、
職
人
技
を
再
現
し
た
『
名

人
ロ
ボ
ッ
ト
』
な
ど
、
様
々
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
開

発
対
象
に
揚
げ
て
い
る
。 

「
ギ
フ
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
１
」

で
は
二
つ
の「
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ほ
か
、

四
つ
の
「
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
動
い
て
い

る
。
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
も
っ
て
地
場
産
業
を
活
性
化

さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
。
既
に
陶
磁
器
（
美
濃

焼
）
の
絵
付
け
ロ
ボ
ッ
ト
（
陶
磁
器
加
飾
ロ
ボ

ッ
ト
）
と
し
て
の
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
後
継

者
難
に
悩
む
林
業
の
「
枝
打
ち
」
と
い
っ
た
重

労
働
を
解
消
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に
も
挑
戦

し
て
い
く
と
い
う
。
日
本
各
地
で
地
場
産
業
の

衰
退
が
伝
え
ら
れ
る
中
、
地
場
産
業
の
競
争
力

強
化
策
と
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
い
っ
た
先
端
技
術
と
融
合
さ
せ
る
試
み
は
先

駆
的
で
あ
り
、
そ
の
推
移
に
つ
い
て
は
今
後
と

も
期
待
を
も
っ
て
注
意
深
く
見
守
っ
て
い
く
必

要
が
あ
ろ
う
。 
一
方
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に
は
実
証
実
験
が

欠
か
せ
な
い
。
こ
う
し
た
実
証
実
験
の
「
場
」

と
し
て
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
ハ
ウ
ス
」
が
セ
ン
タ
ー
に
併

設
さ
れ
て
い
る
。
実
験
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
、

「
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
」
や
「
自
然
環
境
と
ロ
ボ
ッ

ト
」、「
建
物
と
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
探
る
種
々
の
実
験
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
、「
人
の
社
会
活
動
」

や
「
健
康
・
福
祉
」
に
役
立
つ
、
ロ
ボ
ッ
ト
・

シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
す
、
と
い
う
。 

「
ギ
フ
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
１
」

の
多
彩
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
得
ら
れ
た
知
見

を
糸
口
に
、
―
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
あ
れ
、
あ
る
い

は
既
存
企
業
で
あ
れ
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
新
し
い
ロ

ボ
ッ
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
す
る
企
業
が
現
れ

て
く
れ
ば
―
、
と
地
元
か
ら
は
熱
い
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。 

「
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
地
域
経
済
活
性
化
の
柱
と
し

 

□ 

県
民
あ
げ
て
「
ロ
ボ
ッ
ト
王
国
」
へ 

 

 16
「

 

【ロ活国四 【WA

ロの人ロて諸の

総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
概
要 

知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
】 

ボ
ッ
ト
技
術
と
Ｖ
Ｒ
技
術
、
Ｉ
Ｔ
等
の
工
学
技
術
を

用
し
た
「
高
医
療
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
研
究
・
開
発
、

の
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
に
採
択
さ
れ
本
年

よ
り
本
格
的
に
動
き
出
し
た
。 

月BOT-HOUSE

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】 

ボ
ッ
ト
と
共
存
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
や
社
会
技
術

設
計
原
理
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

間
と
ロ
ボ
ッ
ト
、
自
然
環
境
と
ロ
ボ
ッ
ト
、
建
築
と

ボ
ッ
ト
、
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

の
研
究
を
深
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
人
間
の
社
会
的

活
動
の
支
援
、
健
康
福
祉
の
支
援
を
す
る
シ
ス
テ
ム

確
立
を
目
指
し
て
い
る
。 
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て
位
置
付
け
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る

一
方
で
、
事
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
な
る
と
一
般
県
民

の
認
知
、
理
解
が
こ
と
さ
ら
重
要
に
な
っ
て
く

る
。
と
い
う
の
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
・
開
発
者

と
一
般
県
民
の
間
で
ロ
ボ
ッ
ト
に
抱
く
イ
メ
ー

ジ
に
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
り
、
こ
う
し
た
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
な
し
に
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
化
は
不
可
能
に
近
い
、
か
ら
で

あ
る
。「
実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
見
て
、触
れ
て
も

ら
う
こ
と
が
第
一
」
と
笠
原
さ
ん
は
力
を
込
め

る
。
ギ
フ
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
ン
タ
ー
推
進
室
は
、

折
に
ふ
れ
県
民
が
ロ
ボ
ッ
ト
に
触
れ
親
し
む
機

会
づ
く
り
に
心
を
砕
い
て
い
る
。 

こ
う
し
た
中
、
県
教
育
委
員
会
を
中
心
に
企

画
さ
れ
た
の
が
、県
下
の
小
中
高
生
を
対
象
に
、

夏
休
み
を
利
用
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
・
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
―
Ｇ
（
高
校
生
が
小
・

中
校
生
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
指
導
を
す
る
こ
と
が
特
徴
。

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し
た
球
技
）
」。
昨
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。
県
内
各
地
で
工
作
教
室
、
決
戦
に
向

け
た
予
選
会
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
最
終
的
に
小

学
生
部
門
の
六
〇
チ
ー
ム
、
中
学
生
部
門
の
十

六
チ
ー
ム
、
高
校
生
部
門
の
八
チ
ー
ム
が
決
戦

に
臨
ん
だ
。最
終
決
戦
の
場
は
岐
阜
ア
リ
ー
ナ
。

い
ず
れ
の
部
門
で
も
、
名
（
迷
）
勝
負
、
熱
戦

あ
り
で
連
日
大
い
に
沸
き
立
っ
た
と
い
う
。
加

え
て
最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
競
演
も
あ
り
、
決
戦
会
場
は
さ
な
が
ら

ロ
ボ
ッ
ト
の
一
大
祭
典
と
化
し
た
。
県
民
あ
げ

て
の
「
ロ
ボ
ッ
ト
王
国
」
へ
の
布
石
は
着
々
と

打
た
れ
つ
つ
あ
る
、と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。 

一
方
、
二
〇
〇
五
年
、
愛
知
万
博
「
愛
・
地

球
博
」
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
来
場
者
の
案
内
や

警
備
、
場
内
清
掃
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
活
躍

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
ロ
ボ
カ
ッ
プ
優

勝
の
実
力
派
「
な
が
ら
」
に
と
っ
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
先
進
県
を
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
ま
た
と
な
い
機

会
。
漏
れ
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
日
夜
、
新

し
い
技
の
磨

励

い

と
か
。 

 

「ROBO・FORCE-G」：ロボットを操作する生徒たち

セ
ン
タ
ー
を
含
む
工
業
団
地
「
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
」
一
期
分
（16.3

㌶
）
が
既
に
完
売
、
新
た

な
造
成
に
着
手
し
た
と
い
う
。
企
業
誘
致
に
苦

戦
す
る
例
が
多
い
中
、
傑
出
し
た
事
例
で
あ
ろ

う
。地
の
利
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
研
究
開
発

立
県
」
を
目
指
す
岐
阜
県
の
先
進
的
な
試
み
が

功
を
奏
し
て
い
る
の
は
、
間
違
い
な
い
。 

き
に

ん
で

る
、

〆 
 

〆 
 

〆 
 

〆 笠原清実室長 千原健司主任技師 


